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 ＨＰＶワクチンについては、小学校６年から高校１年相当の女性を対象とした定期接種

の他、この時期に定期接種を受けられなかった平成９年度から平成 19 年度生まれまでの

女性を対象に「キャッチアップ接種」の機会が設けられています。（令和４年４月から令

和７年３月末まで、対象の方には市町村から案内が送付されています。） 

 当県の令和４年度キャッチアップ接種の接種率は、国公表値で 8.7％（全国は 6.1％）と

なっています。国が接種対象者・保護者向けに行った調査では、対象者の 48.5％、対象年

齢の娘の母親の 19.0％がＨＰⅤワクチンを公費で接種できることを知らないと回答して

おり、県では周知啓発のため、対象者への情報発信に関係者とともに取り組んでいるとこ

ろです。この一環として、ＨＰＶワクチン接種の啓発活動を下記により行います。 

 

記 

 

１ 日時 

 令和６年６月 28日(金) 午前８時から 10時まで 

２ 場所（２か所） 

・ 新潟駅在来線東改札外コンコース ・ 新潟駅南口中央広場 

３ 啓発方法 

住友生命保険相互会社新潟支社弁天通り支部、新潟医療福祉大学学生ボランティ

ア、新潟市保健所と県の四者協働で啓発カード及びリーフレットを通勤者・通学者に

配布 

４ 取材方法について 

  取材時は、腕章を着用ください。取材方法については、午前８時に２階ガタリウム脇

で取材方法を説明しますので、お集まりください。（８時以降に到着した場合は、県担

当者にお声がけください。） 

  通勤時間帯の実施となるため、通行の支障とならないようご配慮ください。 

５ 取材申込について 

  取材に当たっては、事前にＪＲ東日本新潟支社へ取材申請が必要です。 

取材をご希望の場合は、６月 26日(水)15時までに右記二次元コード 

から申請を行ってください。 

生命保険会社や大学生とともにＨＰＶワクチン接種の啓発活動を行います。 

本件についてのお問合せ先 

 感染症対策・薬務課 横田、目黒 

（直通）025-280-5200（内線）2706 



新潟県福祉保健部感染症対策・薬務課

日本では毎年、約1.1万人の女性が子宮頸がんにかかり、約2,900人が亡くなっています。

罹患者は20歳代から増え始め、30歳代までにがんの治療で子宮を失ってしまう人も１年間に

約1,000人います。

HPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチンは、子宮頸がんの原因となるウイルス感染を防ぐ

予防接種です。

現在、小学校６年から高校１年相当の女性を対象とした定期接種の他、この時期に接種機会

を逃した対象年齢の女性に対し「キャッチアップ接種」の機会が設けられています。

キャッチアップ接種は、令和７年３月末まで無料で受けられますが、３回の接種が必要で、

完了までに約６か月間かかるため、１回目の接種を令和６年９月までに受ける必要があります

（期限を過ぎると３回接種で自己負担は最大約10万円！）。

接種対象者やご家族が正しい情報を得て接種を検討できるよう、県ホームページで動画発信

もしています。ぜひご覧ください。

※対象かどうか不明な場合や接種方法等の詳細は、住所地の市町村担当部署にお問い合わせください。

キャッチアップ接種をご存じですか？
～子宮頸がんの原因となるHPV感染をワクチン接種で予防！～


